
甲 ‐  卒     ″

（
総
延
長
約
二
万

ロキ
）
の
北

側
、
西
側
区
間
の
建
設
を
共
同

受
注
し
た
。
受
注
額
は
約
五
億

が

（
約
六
百
二
十
二
億
円
）

で
、
約

一
万
五
〇
〇
〇
計
相
当

力
月
α
鋳
が
そ

つ
月
ｔ

ｋ
し

る
。
日
本
か
ら
は
プ

ロ
ジ

エ
ク

朴
の
コ
ン
ツ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ

ー
と
し
て
Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
国

際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
加
わ

っ
て

日
本

（
千
葉
県
千
倉
町
）
、
米

国
の
六
カ
所
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
　
　
　
　

一

珠
京
商
エ
リ
サ
ー
チ
の
調
査

で
は
、
倒
産
企
業
の
負
債
総
額

は
十
月
ま
で
に
約
九
兆
三
千
百

五
十
億
円
に
達
し
た
。
さ
ら

だ
。今

年
の
倒
産
の
特
徴
は
、
東

京
証
券
取
引
所
第

一
部
上
場
の

京
樽
が

一
月
に
会
社
更
生
法
適

´
帯
匡
ラ
ー
ど

′

す
。
　
　
　
　
一

九
八
年
四
月
日

正
措
置
を
控
え
一
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常
識
的
な
安
全
基
準
を

外
国
筈
含
め
競
争
入
札
に

歪
み
の
表
れ

「

「
＝
原
子
力
瀾
発
に
対
す

る
、
か
つ
て
な
い
不
信
感
が
渦

口
‐０６

巻
い
て
い
ま
す
。
動
力
炉

・
核

燃
料
開
発
事
業
団

（動
燃
）
の

事
故

・
不
祥
事
の
背
景
に
あ
る

も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

「
こ
れ
ま
で
有
効
に
機
能
し

て
き
た
日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
歪

み
が
、
次
々
と
表
面
化
し
て
い

る
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
や
山

一

証
券
の
経
営
破
た
ん
、
有
力
企

業
の
相
次
ぐ
総
会
屋
汚
染
Ｉ
。

い
ず
れ
も
歪
み
の
表
れ
だ
が
、

そ
れ
が
よ
り
に
よ

っ
て
原
子
力

に
出
て
し
ま

っ
た
。
原
子
力
は

初
め
か
ら
自
主

。
民
主

・
公
開

の
三
原
則
に
の

っ
と
り
、
時
代

を
先
取
り
す
る
事
業
だ

っ
た
は

ず
な
の
に
、
そ
の
中
核
で
あ
る

動
燃
に
事
故

・
不
祥
事
が
相
次

い
だ
。
じ
く
じ
た
る
も
の
が
あ

る
。
結
局
、
動
燃
は

″
関
東

軍
″
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
」

―
―
動
燃
が
関
東
軍
と
は
。

「個
帝
国
陸
軍
の
関
東
軍
の

よ
う
に
、
独
善
的
で
開
鎖
的
な

組
織
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
高
速
増
殖
炉

（
Ｆ
Ｂ
Ｒ
）

原
型
炉

『
も
ん
じ
ゅ
』
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
は
本
来
、
大

し
た
事
故
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
な
ど
漏
洩
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
技
術
を
蓄
積
し
て
き
た
。

む
し
ろ
、
動
燃
は
優
秀
で
、
実

験
炉

『
常
陽
』
は
十
八
年
間
、

一
度
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
漏
ら
し

て
お
ら
ず
、
こ
ん
な
原
子
炉
は

世
界
中
に
な
い
。
そ
れ
が
慢
心

を
生
ん
だ
。
動
燃
は

『
日
本
は

技
術
が
い
い
か
ら
大
丈
夫
。
日

本
で
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
は
起

き
な
い
』
と
広
言
し
て
い
た
と

い
う
。
事
故
は
大
し
た
こ
と
な

か

っ
た
が
、
そ
う
い
う
動
燃

へ

の
疑
間
が
社
会
の
批
判
と
し
て

一
気
に
吹
き
出
た
の
だ
と
思

う
」
科
学
的
に
研
究

―
―
原
子
力
委
員
会
は
Ｆ

Ｂ
Ｒ
の
開
発
継
続
を
打
ち
出
し

た
も
の
の
、
実
用
化
計
画
は
自

紙
撤
回
で
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」

の
次
の
実
証
炉
の
建
設
主
体
で

あ
る
電
力
業
界
も
積
極
的
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

「
電
力
業
界
が
Ｆ
Ｂ
Ｒ
に
及

び
腰
な
の
は
、
ひ
と
つ
は
青
森

県
六
ケ
所
村
の
核
燃
料
再
処
理

工
場
に
原
因
が
あ
る
。‐
当
初
の

建
設
予
算
七
千
五
百
億
円
が
三

兆
円
近
く
に
も
膨
ら
め
ば
、
恐

れ
を
な
し
て
Ｆ
Ｂ
Ｒ
に
ま
で
手

を
出
す
気
に
は
な
れ
な
い
。
再

処
理
は
本
来
、
化
学
工
学
の
事

業
だ
。
電
気
工
学
し
か
知
ら
な

い
電
力
会
社
の
門
外
漢
が
経
営

す
る
こ
と
自
体
、
無
理
が
あ
る

が
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
学
者

の
議
論
に
任
せ
き
り
に
な

っ
て

い
る
。
あ
る
人
が

『
工
場
に
大

型
飛
行
機
が
直
角
に
落
ち
た
ら

…
』
と
発
言
し
た
途
端
、
天
丼

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

一
。
二
房
も

厚
く
な
る
よ
う
な
、
過
剰
ス
ペ

ッ
ク
の
仕
組
み
が
あ
る
限
り
、

原
子
力
施
設
の
建
設
費
は
安
く

な
ら
な
い
。
放
射
能
を
む
や
み

に
怖
が
る
の
で
は
な
く
、
人
体

へ
の
影
響
を
科
学
的
に
研
究

し
、
常
識
的
な
安
全
基
準
が
必

要
な
の
に
、
そ
う
い
う
議
論
は

行
わ
れ
な
い
」

―
―
原
子
力
開
発
の

夕
護
送

船
団
方
式
″
を
改
め
る
べ
き
、

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

「欧
米
を
キ
ャ
ッ
チ
ア

ツ
プ

す
る
時
代
は
、
護
送
船
団
方
式

が
有
効
だ

っ
た
。
長
計

（
原
子

力
開
発
利
用
長
期
計
画
）
に
基

づ
い
て
動
燃
が
研
究
開
発
し
、

仕
事
を
日
立
製
作
所
や
東
芝
、

三
菱
重
工
業
な
ど
に
割
り
振

る
。
そ
れ
で
、
日
本
の
原
子
力

技
術
は
力
を
つ
け
て
き
た
。
し

か
し
、
今
後
は
外
国
メ
ー
カ
ー

を
含
め
た
競
争
入
札
を
導
入

し
、
効
率
化
ヽ
高
度
化
を
図
る

べ
き
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

施
工
者
の
モ
ラ
ル
も
上
が
ら
な

い
。

『
も
ん
じ
ゅ
』
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
配
管
を
担
当
し
た
東
芝
な

ど
、

『
本
当
に
恥
ず
か
し
い
も

の
を
つ
く

っ
た
。
今
後
は
受
注

を
自
粛
す
る
』
と
表
明
す
れ

ば
、
世
間
の
見
方
も
変
わ

っ
て

い
た
は
ず
だ
。
土
光

（
敏
夫

・

東
芝
元
社
長
、
経

団
連

元
会

長
）
さ
ん
が
生
き
て
い
れ
ば

‥
、
の
感
が
深
い
」

経
営
者
改
革

・
動

‐
燃
を
ど
う
す

す
い
。
　
一
・

・
一

「
歌
の
文
句
ネ

『
こ
ん
な
女
に
誰

い
う
こ
と
だ
。一
酷

式
は
女
性
の
心
・

る
。
一事
故
の
ビ
ギ

リ
、
嘘
の
報
告
わ

分
を
よ
く
見
せ
■

動
は
、
あ
る
意
誅

し
く
、
政
府
や
園

た
い
、
嫌
わ
れ
ナ

い
う
心
理
の
裏
海

改
革
は

″
五
箇
基

の
よ
う
な
行
動
掏

与
え
る
こ
と
で
け

な
天
下
り
を
や
小

シ
ッ
プ
の
あ
る
継

て
、
動
燃
自
ら
に

性
を
つ
く
ら
せ
ス

も
電
力
会
社
も
舌

も
、
胎

（
な
ま
十

責
任
を
回
避
し
′

子
力
の
信
頼
回
箱

な
い
」
　

　

一

（
原
子
力
蛙

次
回
は
１
‐
８
口

掲
載
し
ま
す
。

覗
輝
確
進
素
森

一
久
氏企

業
総
合

―
―
原
子
力
産
業
は
新
生
　
…
…
…
…
■
．‥


